
―般的にす作物体からの成分抽出にはホモジナ
イザーが使用されており,操 作の簡易化に貢献し
ている。これに対し,作 物体に含まれるアスコル
ビン酸の抽出にホモジナイザーを使用すると,処
理中に空気を取 り込んでアスコルビン酸の空気酸
化を促進するのです用いてはならないとされてい
る1。このため、一般的には乳鉢による抽出が行わ
れているが, この操作は非常に労力と時間を要す
るため,短 時間に多数の試料を処理することがで
きない。

また,試 料の採取後 直 ちに分析できない場合
があり,その保存法についても検討が望まれている。
今回,こ れらの点を改善するため,ホ ゥレンソ
ウに含まれるアスコルビン酸のホモジナイザーに
よる抽出法と,試 料の保存法について調査 したの
で報告する。

材料および方法

奈良帰模業試験場内の回場で生産されたホゥレ
ンソウ (品種

て
アクティブ

',J又
権日 t1996年10月

26日)を 包丁で2mm程 度に刻んでよく混ぜ合わせ
この40gを 試料とした。

抽出は乳鉢 (内径lo 5cm)とカッター式 (日本
精機製DX 8,刃 の作37mm)お よびジェネレータ
ーシヤフト式 (三田村工業製x lo20,シ ャフトの
外径19mm)の ホモジナイザーを用いた方法で行っ
た。

乳鉢による抽出は,試 料に5%メ タリン酸洛液
40mlを加えて 5分 問磨砕した。同溶液40mlでテし鉢
を洗った後,全 せを合わせた。
ホモジナイザーによる11出は,試 料を200 ml容
トールビーカー (TOP製 )に 取 り 5%メ タリン酸
溶液80mlを加えて 1分 間行った。ホモジナイザー

の回転速度はカッター式が目盛り8,ジ ェネレー

ターシヤフト式が80Vで あった。
またⅢ乳鉢および両ホモジナイザーによって得
られた抽出液について, さらに境伴機 (1旨田F■科
工業製 Hc 40)に 取 り付けた50ml容ガラス梨ホモ
ジナイザーを用いてⅢ 目盤 り8の 速度で 1分問磨
砕した。

次に,上 記の方法で得た抽出液 6gを 50ml容メ
スフラスコに取り, 2%メ タリン級浴液で定容 し
た。同溶液をN02の 渡紙で滝過した後 デ ィスク
型メンブランフィルター (孔径 :045/セm)で 漬過
した。同清液について高速液体クロマ トグラフィ
ー (以下,HPLCと rjBす)を 用いて結および遣元型
アスコルビン酸合主について測定した。HPLCの 条
件は下記に示した。

保存方法は有姿と輸出液について調査した。右
姿については, ホゥレンソウをポリ俊 (厚さ :
0 04mm)に 入れ,冷 蔵 (10℃)お よび凍結 (―
30C)で 保存 した。jH出液についてはト ジ ェネレ
ーターシャフト式ホモジナイザーで処理したもの
を6=取り,100 ml容試楽瓶 (TPxo広 百)に 入れ
て-30でで凍結保存した。そして,有 姿保存は7
日後,抽 出ly保存は14口後に 前 .lの方法で沿お
よび還元型アスコルビン酸合畳の淑,定をした。

[HPLCの条件]

HPLC t島津製作所製 LC 10分光光度テ||」き 洛
離液 :1%メ タリン政浴液,流 速 :ケ分08 ml)カ
ラム i oDS(ジ ーエルサイエンス製,地 径6″m,
内径46mm X長 さ250mm),カ ラム温度 i40℃,吸
収波長 :242″m 溶 出時間 :約44分。

結果と考察

総アスコルビン酸含rJは,まし鉢の28 2rny100gに

対し,カ ッター式で32 5my100g)ジェネレーター
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第 1表  抽 出方法とアスコルビン酸 (ABA)含 量

Table l The amounts or a、corbic acid、vith different

extrartion methods
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合量 (mど/100g)
処理方法

結ABA 還 元型ABA

第 2表  保 存方法とアスコルビン酸含量

Table 2 The■ mounts of ascorbic acid ヽvith diFfcrent

storage methods

含量 (rry100ど)
処理方法

総ABA 逮 元型ABA

l lh出操作

1)'L鉢

2)カ ッター式

3)ジェネレーターシャフト式

2輸出操作十磨砕操作
ロ

1)乳 鉢

2)カ ッター式

282

325

299

299

300

236(841コ

276(841

238(80

1保存前
2有姿保存

1)10で 冷蔵 7日間

2)‐30℃凍結 7日間

2抽出粧
-30℃凍結 14日間

238 (80)』|

120 (54)

99 (69)

236 (79)

，
せ
　
っ
０

262 221(8り
335 265(7の

3)ジ ェネレーターシャフト式 309   236(77)

a)第 1表 の a)と 同じ。

調査は2反復で行い,変動係数は3%以下であつた。
a)()内 は約 DAに対する還元型ABAの割合を示した。

朝立は%っ

b)ガラス製ホモジすイザーによる啓砕操作をさらに"‖えた。

シヤフト式で29 9mg/100gで,両 ホモジナイザーに

よる抽出が乳鉢よりもやや多く得られた (第1表)。

また,遠 元型アスコルビン酸含量も,乳 鉢の236

叫/100gに対 し,カ ツタ
ー式で276唖/100g,ジェネ

レーターシャフト式23S理/100gで,総 アスコルビ

ン酸と同じ傾向であつた。F検 定の結果では,両

アスコルビン酸とも,カ ッタ
ー式と、子し休および

ジェネレーターシヤフト式の間には5%の 有意で

差が認められた。後述するガラス製ホモジナイザ
ーによる磨砕処理によつても新たに両アスコルビ

ン酸が抽出されないことから,lll出処理の前ある

いは操作中に,両 アスコルビン酸が分解した可能

性がある。これについては今後の検討が必要であ

る。

総アスコルビン酸に対する還元型アスコルビン

酸の割合は,乳 鉢で84%ぅ カッタ
ー式で84%,ジ

ェネレーターシャフト式で80%で あつた。この結

果は,カ ッター式の抽出操作中に酸化される避元

型アスコルビン酸の量は手し鉢の場合と同等であり,

ジェネレータシャフト式の場合は乳鉢よりやや多

いことを示している。

乳鉢および両ホモジナイザーによる抽出液中に

は回形の成さが認められたので, さらにガラス製

ホモジナイザーで磨砕した。しかし,抽 出される

裕および還元型アスコルビン酸含量はあまり変化

しなかった。これらの結果から,tH出 操作は乳鉢

およびホモジすイザーだけで十分であつた。

ホウレンソウの保存試験結果を第2表 に示した。

有姿保存の10℃冷蔵では,総 および還元型アスコ

ルビン酸含量はそれぞれ223,120理 /100gで,保

存前よりも大幅に減少した。また,有 姿保存の
一

30℃凍結ではさらに著しく減少し,そ れぞれ143,

9 9ng/100どになった。これに対し、-30℃ の抽出液

凍結保存では、両アスコルビン酸合堂はほとんど

低下しなかった。

ホウレンソウを有姿で冷蔵保存した場合,ア ス

コルビン酸は保存 1日 後で急激に減少して収穫当

日の3分 の 1に なり,そ れ以降は徐々に低下して

いくことが報告されている!。ところが今回の調査

では,そ のような急激に減少する結果は得られな

かった。この原因は明らかでないが,今 回の調査

とは栽培や測定条件が異なるため、今後さらに校

討する必要がある。

以上の結果から,ホ ウレンソウに含まれるアス

コルビン酸の抽出には, カッタ
ー式ホモジナイザ

ーを用いても乳鉢と同様の結果が得られることが

わかった。ジェネレーターシヤフト式ホモジナイ

ザーの場合には,酸 化型アスコルビン酸がやや増

加するものの,用 いることができると判断された。

また,試 料の採取後亡ちに分析できない場合は,

5%メ タリン酸を加えて均一化し凍結する方法が有

効であることがわかった。F・l様に分析を中断する

場合にもⅢ同操作が終了した時点で凍結すれば可

能であると考えられた。

今回すホウレンソウに含まれるアスコルビン酸

について抽出法および保存法を調査した。今後は!

他の作物についても検討を進める必要があろう。


